００－００－０００００　みほんはなこ
　「桜」は花見や入学・卒業シーズンの花木として好まれ日本の花というイメージがありますが、国内だけでも固有種や交配種を含めて６００以上もの品種が確認されています。
　桜は、バラ科サクラ亜科サクラ属の落葉木です。日本ではヤマザクラ（山桜）、オオヤマザクラ（大山桜）、カスミザクラ（霞桜）、オオシマザクラ（大島桜）、エドヒガン（江戸彼岸）、チョウジザクラ（丁字桜）、マメザクラ（豆桜）、タカネザクラ（高嶺桜）、ミヤマザクラ（深山桜）、クマノザクラ（熊野桜）の１０種を基本にして、変種を合わせると１００種以上の桜が自生しており、これらから育成された園芸品種は２００以上もあり、一重咲きや八重咲き、枝垂れ咲きなど、多様な咲き姿や色合いを楽しめます。
　日本で最も有名な桜は「ソメイヨシノ」で、日本固有の桜とされています。江戸末期から明治にかけて園芸品種として栽培されており、当時の染井村の植木職人や造園師が、オオシマザクラとエドヒガンを交配させてつくったとされています。花弁は５枚あり、咲き始めは淡い赤色で、満開になると白色に近い色になります。日本で栽培されているソメイヨシノすべてがクローン（ｃｌｏｎｅ）で増やされたため、一斉に開花するという特徴があり、桜の開花日を予想する「桜前線」もソメイヨシノの開花を基準にしています。
